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奏
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「
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葉
和
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」
の
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詞
書
」
の
語
彙
に
つ
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て

若
　
林
　
俊
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1

　
　
　
　
　
一

　
本
稿
は
、
三
岩
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
三
門
金
葉
詞

書
」
と
略
称
す
る
）
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
い
さ
さ
か
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
金
葉
和
歌
集
」
は
、
白
河
院
の
下
命
に
よ
り
源
俊
頼
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
初
極
量
、
二
度
本
は
却
下
さ
れ
、
三
奏
本
が
中
書
本
の

ま
ま
嘉
納
さ
れ
た
。
し
か
し
、
世
問
に
は
二
度
本
が
流
布
し
、
一
般
に
「
金
葉
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

歌
集
」
と
は
、
二
度
本
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ

り
、
筆
者
も
、
か
つ
て
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
金

葉
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
の
自
立
語
語
彙
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
み
た
こ
と
が
あ

（
2
）

る
。
し
か
し
、
世
間
に
流
布
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
・
「
金
葉
和
歌
集
」
の
終
稿

本
は
三
奏
本
で
あ
り
、
三
奏
本
系
統
の
本
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、
「
詞
書
」
と

略
称
す
る
）
の
語
彙
の
使
用
実
態
を
み
る
こ
と
も
そ
れ
な
り
の
意
義
が
存
す
る
で

あ
ろ
う
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
そ
の
前
後
の

「
後
拾
遺
和
歌
集
」
「
詞
花
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
後
拾
遺

詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
の
語
彙
の
使
用
実
態
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
、
「
三
密
金
葉
詞
書
」
の
特
色
の
一
端
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
語
彙
調
査
を
す
る
に
当
た
っ
て
の
単
位
語
の
取
り
方
に
つ
い
て
は
、
宮
島
達
夫

上
編
『
古
典
対
照
語
い
表
』
（
昭
和
四
六
年
九
月
頃
笠
間
書
院
）
に
お
け
る
認
定

基
準
に
、
お
お
む
ね
依
拠
し
た
。
ま
た
、
本
文
は
、
川
村
晃
生
・
柏
木
由
夫
・
工

藤
重
矩
氏
校
注
『
金
葉
和
歌
集
　
詞
花
和
歌
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
9

平
成
一
年
九
月
、
岩
波
書
店
）
に
付
載
す
る
、
三
奏
本
『
金
葉
和
歌
集
』
（
底
本

は
、
伝
後
京
極
良
乱
筆
本
。
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
り
補
訂
）
に
よ
っ
た
。
な

お
、
以
下
、
語
数
に
関
し
て
は
、
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
異
な
り
語
数
と
す
る
。

　
　
　
　
　
ニ
ー
1

　
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
九
一
、
四



2

〇
九
七
と
な
る
。
ま
た
、
平
均
使
用
度
数
は
四
・
＝
二
と
な
る
。
こ
の
四
∴
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

と
い
う
数
値
は
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
数
値
と
比
較
す

る
と
、
「
古
今
和
歌
集
」
「
後
撰
和
歌
集
」
「
千
載
和
歌
集
」
「
新
古
今
和
歌
集
」
の

「
詞
書
」
（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
「
古
今
詞
書
」
「
後
渡
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
「
新
古

今
詞
書
」
と
略
称
す
る
）
お
よ
び
「
後
拾
遺
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
そ
れ
よ
り

も
相
当
低
く
、
「
拾
遺
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
（
以
下
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
略
称
す

る
）
お
よ
び
「
詞
花
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
は
高
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
た

だ
し
、
「
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
数
値
が
「
古
今
詞
書
」
に
お
け
る
そ
れ
と
近
似

し
て
い
た
の
に
比
し
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
そ
れ
は
、
「
拾
遺
詞
書
」
に

お
け
る
数
値
に
近
似
し
て
い
る
と
い
う
点
で
相
違
が
み
ら
れ
る
。

表（1）

後拾遺 詞　花 千　載 三金葉

金　葉 0，821 0，803 0，831 0，953

三金葉 0，826 0，814 0，831

2

　
次
に
、
用
語
の
類
似
度
の
面
か
ら
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
お

よ
び
「
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
類
似
度
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
存
す
る
が
、
こ

こ
で
は
、
水
谷
静
夫
氏
が
示
さ
れ
た
計
算
式
に
よ
る
、
類
似

　
　
（
4
）

度
α
で
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
1
）
は
、
「
三
面
金
葉
詞
書
」
「
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
、

そ
の
前
後
の
「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
お
よ
び
．
「
千
載

詞
書
」
の
そ
れ
と
の
類
似
度
び
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
表
（
！
）
か
ら
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
「
三

門
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
「
金
葉
詞
書
」
の
そ
れ

と
の
類
似
度
ぴ
の
高
さ
が
み
て
と
れ
る
。
と
同

時
に
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
三
五
金
葉
詞
書
」

の
語
彙
と
、
前
後
の
「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞

書
」
の
語
彙
と
の
類
似
度
α
の
値
が
、
「
金
葉
詞

書
」
と
「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け

る
そ
れ
よ
り
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
高
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
二
度
本
「
金
葉
和
歌

集
」
の
革
新
性
と
、
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の

保
守
性
－
和
歌
史
の
流
れ
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
な

い
編
纂
態
度
へ
の
回
帰
1
を
み
て
と
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。

3

　
次
に
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
の
語
種
別
、

晶
聖
別
構
成
比
率
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
（
2
）
は
、
「
三
七
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
に

お
け
る
語
種
別
、
晶
詞
別
異
な
り
語
数
・
延
べ
語

数
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
表
（
3
）
は
、
「
金
葉
詞
書
」
の
語

彙
に
関
し
て
同
様
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
表
（
2
）
・
表
（
3
）
か
ら
は
、
二
作
品
に
お
表（2）

所　属

黶@数

語種別語数 品　　　　詞　　　　別　　　　語　　　　数

和語 漢語 混種 名詞 動詞 形容 形動 副詞 連体 接続 感動 句等

991 764 186 41 666 246 36 12 21 7 0 0 3
異
計 ％ 77．1 18．8 4．1 67．2 24．8 3．6 12 2．！ 0．7 0．0 0．0 0．3

4，097 3，540 450 107 2，447 1，483 75 29 46 14 0 0 3
延
計 ％ 86．4 11．0 2．6 59．7 36．2 1．8 0．7 L1 0．3 0．0 0．0 0．1



三奏本「金葉和歌集」の「詞書」の語彙について

表（3）

3

語種別語数 品　　　　詞　　　　別　　　　語　　　　数所　属

黶@数 和語 漢語 混種 名詞 動詞 形容 形動 副詞 連体 接続 感動 句等

976 765 165 46 655 238 37 13 23 7 1 0 2
異
計 ％ 78．4 16．9 4．7 67．1 24．4 3．8 1．3 2．4 0．7 0．1 0．0 0．2

4，218 3，738 378 102 2，499 1，541 77 26 56 16 1 0 2
延
計 ％ 88．6 9．0 2．4 59．3 36．5 1．8 0．6 1．3 0．4 0．02 0．0 0．05

け
る
共
通
歌
の
多
さ
か
ら
か
、
語
種
別
、
品
詞
別

の
構
成
比
率
は
、
お
お
む
ね
類
似
し
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
漢
語

の
構
成
比
率
が
、
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
い

ず
れ
も
「
金
葉
詞
書
」
の
そ
れ
ら
に
比
し
て
高
い

こ
と
に
は
、
多
少
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

　
漢
語
の
異
な
り
語
数
は
、
表
（
2
）
・
表
（
3
）

に
示
し
た
よ
う
に
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
一
八

六
語
、
「
金
葉
詞
書
」
で
一
六
五
語
で
あ
る
。
う

ち
、
共
通
す
る
も
の
は
、
異
な
り
語
数
で
は
＝
ご

六
語
、
延
べ
語
数
で
は
、
「
三
業
金
葉
詞
書
」
が

三
八
二
語
、
「
金
葉
詞
書
」
が
三
四
八
語
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
非
共
通
語
は
、
「
三
升
金
葉
詞
書
」

で
は
、
異
な
り
語
数
五
〇
語
、
延
べ
語
数
六
八
語
、

「
金
葉
詞
書
」
で
は
、
異
な
り
語
数
二
九
語
、
延

べ
語
数
三
〇
語
と
な
る
。

　
共
通
す
る
一
三
六
語
に
つ
い
て
、
「
三
塁
金
葉

詞
書
」
と
「
金
葉
詞
書
」
と
の
使
用
度
数
の
差
を

み
る
と
、
そ
の
多
く
が
二
以
内
で
あ
り
、
三
以
上

の
も
の
は
、
一
一
語
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
非
共

通
語
に
お
い
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
使
用
度
数
一
で
あ
り
、
使
用
度
数
が
三
以

上
の
語
は
、
二
語
に
す
ぎ
な
い
。

　
表
（
4
）
は
、
共
通
語
に
お
け
る
使
用
度
数
差
五
以
上
、
非
共
通
語
に
お
け
る

使
用
度
数
五
以
上
の
、
計
八
語
に
つ
い
て
、
「
金
葉
詞
書
」
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で

の
使
用
度
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
ゆ
以
下
、
「
三
六
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る

使
用
度
数
の
方
が
多
い
語
に
つ
い
て
、
「
だ
い
」
を
中
心
に
、
い
さ
さ
か
ふ
れ
る
。

　
「
だ
い
」
は
、
表
（
4
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
三
十
金
葉
詞
書
」
に
三
五
例

存
す
る
が
、
う
ち
、
「
題
不
知
」
で
二
九
例
、
「
題
読
人
不
知
」
で
四
例
、
そ
れ
ぞ

れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
九
例
の
「
題
不
知
」
の
用
例
の
う
ち
、
一
一
例
が

非
共
通
歌
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
共
通
歌
で
は
、
「
題
不

知
」
が
一
八
例
、
「
題
読
人
不
知
」
が
四
例
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
二
二
例
の
う
ち
、
「
金
葉
詞
書
」
で
も
「
題
不
知
」
と
す
る
も
の
は
七
例
、
「
題

読
人
不
知
」
と
す
る
も
の
は
四
例
で
あ
り
、
他
の
三
例
中
、
「
詞
書
」
を
欠
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
例
を
除
く
九
例
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
1
　
翫
明
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
め
る
　
　
　
（
二
∴
九
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
2
　
恋
の
心
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
四
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
に
、
歌
題
を
示
し
た
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
3
　
見
か
は
し
な
が
ら
恨
め
し
か

の一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
け
る
人
に
よ
み
か
け
け
る

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
五
＝
二
）

単　　　語 金葉 三金

だい 22 35

だいじやうだいじん 13 19

だいり 7 20

てんとく 0 13

にふだう 1 6

びやうぶ 2 7

にようばう 13 8

ひやくしゆ 23 17



娃

の
よ
う
に
、
詠
歌
の
事
情
を
示
す
、
具
体
的
な
「
詞
書
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
金
葉
和
歌
集
」
の
撰
者
出
題
は
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
編
纂
に
当
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

り
、
詠
歌
事
情
を
徹
底
的
に
追
求
し
、
題
詠
歌
を
重
視
し
た
が
、
そ
の
結
果
、

「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
は
「
題
不
知
」
の
よ
う
な
形
式
の
「
詞
書
」
が
減
少
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
撰
者
俊
頼
は
、
三
山
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
編
纂
に

当
た
り
、
二
度
本
の
革
新
性
を
後
退
さ
せ
る
過
程
で
、
類
型
的
な
「
題
不
知
」
と

い
う
「
詞
書
」
を
復
活
さ
せ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

二
度
本
と
の
非
共
通
歌
に
「
題
不
知
」
と
い
う
コ
詞
書
」
が
一
一
例
も
存
す
る
理

由
も
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
「
び
や
う
ぶ
」
の
頻
用
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

　
「
び
や
う
ぶ
」
は
、
表
（
4
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
七

例
、
「
金
葉
詞
書
」
に
二
例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
し
て
い
る
。
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お

け
る
七
例
の
う
ち
五
例
は
、
非
共
通
歌
に
お
け
る
、

　
例
4
　
鷹
司
殿
の
賀
の
屏
風
に
、
子
日
し
た
る
か
た
か
け
る
と
こ
ろ
を
よ
め

　
　
　
　
る
（
三
・
二
三
）

　
例
5
　
屏
風
の
絵
に
逢
坂
の
関
か
け
る
と
こ
ろ
を
よ
め
る
　
　
（
三
∴
七
六
）

の
よ
う
な
屏
風
歌
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
残
り
の
二
例
も
共
通
歌
に
お
け
る
、

　
例
6
　
屏
風
の
絵
に
、
し
か
す
が
の
わ
た
り
す
る
人
立
ち
わ
づ
ら
ひ
た
る
か

　
　
　
　
た
か
け
る
所
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
五
七
三
）

の
よ
う
な
、
や
は
り
屏
風
歌
に
関
す
る
用
例
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
し
て
、

「
三
塁
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
撰
者
俊
頼
は
、
新
た
に
落
入
し
た
屏
風
歌
に
関
し

て
は
、
屏
風
歌
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
形
の
「
詞
書
」
を
付
加
し
た
と
考
え
ら

（
7
）

れ
る
。

　
以
上
の
他
、
「
だ
い
り
」
「
て
ん
と
く
」
の
頻
用
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
三
奏

本
「
金
葉
和
歌
集
」
編
纂
に
当
た
っ
て
の
、
撰
歌
資
料
と
し
て
の
「
天
徳
四
年
内

裏
歌
合
」
重
視
の
、
「
だ
い
じ
ゃ
う
だ
い
じ
ん
」
「
に
ふ
だ
う
」
の
頻
用
も
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
「
宇
治
入
道
前
太
政
大
臣
」
に
関
す
る
和
歌
重
視
の
結
果
と
考
え

ら
れ
る
。

　
以
上
、
「
だ
い
」
「
び
や
う
ぶ
」
を
は
じ
め
と
す
る
漢
語
に
つ
い
て
ふ
れ
た
が
、

こ
の
よ
う
な
語
の
存
在
が
「
三
食
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
漢
語
構
成
比
率

を
「
金
葉
詞
書
」
の
場
合
と
は
相
違
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す

る
な
ら
ば
、
漢
語
構
成
比
率
の
相
違
は
、
撰
者
綿
甲
の
、
三
夕
本
「
金
葉
和
歌

集
」
編
纂
に
当
た
っ
て
の
撰
歌
・
撰
集
方
針
の
変
更
の
結
果
で
あ
る
と
言
え
そ
う

で
あ
る
。

4

　
次
に
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

　
ど
の
よ
う
な
も
の
を
、
あ
る
作
品
の
基
幹
語
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
基
幹
語

と
い
う
用
語
の
定
義
と
同
様
、
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で

は
、
お
お
む
ね
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
（
度
数
四
）
以
上
の
使
用
度
数
を
持
つ

語
を
も
っ
て
、
仮
に
基
幹
語
と
す
る
。

　
右
の
よ
う
な
も
の
を
基
幹
語
と
す
る
と
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け

る
基
幹
語
彙
は
、
異
な
り
語
数
で
二
〇
三
語
、
延
べ
語
数
で
三
〇
一
一
語
と
な
る
。

ま
た
、
延
べ
語
数
の
三
〇
一
一
語
は
、
「
三
頭
金
葉
詞
書
」
の
全
延
べ
語
数
四
〇
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（
8
）

九
七
語
の
七
三
・
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
一
方
、
「
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
の

基
幹
語
彙
に
関
す
る
同
様
な
数
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
語
、
三
一
二
五
語
、
七

四
・
〇
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
二
作
品
の
数
値
は
、
共
通
歌
が
四
九
五
首

も
存
す
る
こ
と
か
ら
し
て
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
近
似
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
方
が
全
異
な
り
語
数
が
少
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
基
幹
語
彙
の
異
な
り
語
数
が
多
い
の
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
比
し
て
高

頻
度
語
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
や
、
表
現
が
非
類
型
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
そ

の
一
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
1
1

　
次
に
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
、
大
野
晋
氏
が
示
さ
れ
た
「
平
安

時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
」
（
以
下
、
「
平
安
和
文
基
本
語
彙
」
と
略
称
す

（
9
）

る
）
と
の
比
較
を
通
し
て
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
の
性
格
の
一
端
を
み
た
い
。

　
表
（
5
）
は
、
「
三
十
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
」
（
以

下
、
「
平
安
和
文
」
と
略
称
す
る
）
の
語
彙
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
累
積
使
用
率

に
よ
っ
て
一
〇
段
階
に
分
け
、
「
三
芳
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
お
よ
び
「
平
安

和
文
基
本
語
彙
」
に
関
す
る
部
分
の
み
抜
き
出
し
、
前
者
を
基
準
と
し
て
、
そ
の

所
属
語
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
5
）
か
ら
、
「
三
子
金
葉
詞
書
」
の
特
徴
的
使
用
語
を
指
摘
す
る
に

は
、
様
々
な
方
法
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
方
法
の
適
否
に
つ
い
て
も
、
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
、
同
様
な
調
査
を
行
っ
た
拙
稿
と
の
関

係
上
、
一
応
、
上
、
下
各
二
段
階
以
上
の
差
が
存
す
る
も
の
を
も
っ
て
特
徴
的
な

使
用
語
と
す
る
。

　
「
三
主
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
特
徴
的
な
使
用
語
を
、
右
の
よ
う

な
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
と
、
そ
れ
は
、
①
段
階
一
語
、
②
段
階
一
語
、
③
段

階
三
語
、
④
段
階
五
語
、
⑤
段
階
八
語
、
⑥
段
階
九
語
、
⑦
段
階
一
七
語
、
⑧
段

階
一
六
語
の
、
画
聖
〇
語
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
具
体
的
に
そ
れ
ら
を

示
す
と
、

　
1
　
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の

　
　
　
語
彙
に
お
け
る
所
属
段

　
　
　
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
　
よ
む
（
詠
）
・
つ
か

上て（＿＿臣地前＿う＿は
￥ん半返時ご｛蚤∵変だ羅す
尋じ・）鳥ほ・う・＿・O、、i

　殿・るしす朝’・ひ・る
表（5）

平安時代和文脈系文学の語彙における段階
共通語

1 2 3 4 5 6 7 8

非共

ﾊ語

1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

2 5 2 2 0 0 0 0 1 0 0

3 6 0 1 0 2 0 2 0 1 1

4 12 2 1 2 2 3 1 0 1 1

5 19 0 1 2 5 4 2 3 2 7

6 27 0 3 2 1 10 5 3 3 7

7 55 1 0 3 4 9 10 15 13 13

8 30 0 1 2 2 4 7 5 9 19

計 155 5 9 11 16 31 27 27 29 48



6

　
H
　
　
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語

　
　
　
　
す
（
為
）
・
あ
り
（
有
）
・
も
の
（
物
・
者
）
・
な
る
（
成
）
・
う
へ

　
　
　
（
上
）
・
は
べ
り
（
侍
）
・
ほ
ど
（
程
）
・
お
も
ふ
（
思
）
・
ま
へ
（
前
）
・

　
　
　
い
か
（
如
何
）
・
ま
た
（
又
）
・
み
や
（
宮
）
・
い
つ
（
出
）
・
か
ぜ

　
　
　
（
風
と
か
た
（
方
）
・
た
つ
（
立
、
四
段
）
・
ち
ゅ
う
ぐ
う
（
中
宮
）
・
は

　
　
　
る
（
春
）
・
あ
ま
た
（
数
多
）
・
い
か
が
（
如
何
）
・
お
な
じ
（
同
）
・
な
し

　
　
　
（
無
）
・
ゐ
ん
（
院
）
・
あ
き
（
秋
）
・
そ
の
（
其
）
・
た
て
ま
つ
る
（
奉
、

　
　
　
四
段
）
・
と
ふ
（
訪
・
問
）
・
み
ゆ
（
見
）
・
わ
た
る
（
渡
）
・
い
る
（
入
、

　
　
　
四
段
）
・
う
ち
（
内
・
内
裏
）
・
お
は
し
ま
す
（
在
）
・
き
こ
ゆ
（
聞
）
・
こ

　
　
　
れ
（
此
）
・
し
の
ぶ
（
偲
・
忍
）
・
つ
か
ひ
（
使
）
・
な
く
（
鳴
、
四
段
）
・

　
　
　
の
ぼ
る
（
上
・
登
・
昇
）
・
は
じ
め
（
始
）
・
ほ
か
（
外
）
・
ま
つ
（
待
）
・

　
　
　
み
す
（
見
）
・
む
す
め
（
娘
）
・
ゆ
め
（
夢
）
・
わ
す
る
（
忘
、
四
段
）

の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
2

　
ま
ず
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群

に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
所
属
す
る
の
は
、
上
掲
一
五
語
で
あ
る
が
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
詞

書
」
で
の
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
「
古
今
詞
書
」
と
は
七
語
、
「
後
門
詞

書
」
と
は
五
語
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
は
八
語
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
と
は
九
語
、
「
金

葉
詞
書
」
と
は
一
二
語
、
「
詞
花
詞
書
」
と
は
九
語
、
「
千
載
詞
書
」
と
は
五
語
、

「
新
古
今
詞
書
」
と
は
八
語
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
。
二
度
本
「
金
葉
和
歌

集
」
の
「
詞
書
」
と
共
通
す
る
語
が
最
も
多
い
の
は
当
然
と
し
て
、
前
後
の
「
後

拾
遺
和
歌
集
」
「
詞
花
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
と
の
共
通
語
が
そ
れ
に
次
ぐ
こ
と

も
、
や
は
り
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
所
属
す
る
語
の
多

く
が
、
他
の
「
詞
書
」
の
同
様
な
語
群
と
共
通
す
る
中
で
、
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
が

他
と
共
通
し
な
い
点
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
「
ふ
ち
」
の
二
語
が
「
金
葉
詞
書
」
と
の

み
共
通
す
る
点
、
「
う
ち
」
「
ぐ
す
」
の
二
語
が
「
金
葉
詞
書
」
を
含
む
二
作
晶
の

「
詞
書
」
と
共
通
し
て
い
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
以
下
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
「
ふ

ち
」
「
う
ち
」
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
順
に
ふ
れ
た
い
。

　
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
一
八
例
、
「
三
飯
金
葉
詞
書
」

に
一
八
例
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
用
例
が
、
ど
ち
ら
か
一
方
、

ま
た
は
、
両
方
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
一
六
首
の
共
通
歌
を
み

る
と
、
「
金
葉
詞
書
」
に
＝
二
例
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
は
一
六
例
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
の
み
使
用
さ
れ
て

い
る
用
例
は
、
三
例
で
あ
り
、
う
ち
一
例
は
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
に
お
い

て
「
詞
書
」
を
欠
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
二
例
は
、

　
例
7
　
承
暦
二
年
内
裏
歌
合
に
郭
公
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
（
三
・
＝
五
）

　
例
8
　
宇
治
前
太
政
大
臣
家
歌
合
に
郭
公
を
よ
め
る
　
　
　
（
三
・
一
二
二
）

に
対
す
る

　
例
9
　
承
暦
二
年
内
裏
歌
合
に
、
人
に
か
は
り
て
よ
め
る
　
（
二
・
一
一
二
）

　
例
1
0
　
宇
治
前
太
政
大
臣
家
歌
合
に
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
（
二
・
一
二
一
）

の
よ
う
に
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
に
お
い
て
「
詞
書
」
は
存
す
る
も
の
の

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
用
例
を
欠
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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上
述
の
よ
う
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
使
用
さ
れ
た
「
詞
書
」
を
持
つ
和
歌
に
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

少
の
相
違
は
存
す
る
も
の
の
、
玉
稿
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌

集
」
に
お
け
る
伝
統
的
景
物
を
取
り
入
れ
た
撰
者
俊
頼
の
撰
歌
態
度
は
、
三
奏
本

「
金
葉
和
歌
集
」
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
一
む
し
ろ
強
化
さ
れ
一
、
そ
の
結
果
、

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
用
例
が
頻
用
さ
れ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
次
に
、
「
ふ
ち
」
の
用
例
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
ふ
ち
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
で
は
一
〇
例
、
「
三
皇
金
葉
詞
書
」
で
は

九
例
使
用
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
共
通
歌
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
例
使
用
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
共
通
歌
で
の
使
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て

二
例
、
「
三
極
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
は
一
例
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
三
奏
金

葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
ふ
ち
」
の
用
例
の
頻
用
も
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
用
例
の

場
合
と
同
様
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
に
お
い
て
伝
統
的
な
景
物
を
取
り
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

た
撰
者
蘭
留
の
撰
歌
態
度
と
、
そ
れ
を
受
け
て
の
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
に
お

け
る
撰
歌
態
度
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
「
う
ち
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
う
ち
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
一
六
例
、
「
三
重
金
葉
詞
書
」
に
二
三

例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
し
て
い
る
。
う
ち
、
「
金
葉
詞
書
」
の
一
五
例
（
一
四
首
）
、

「
三
針
金
葉
詞
書
」
の
一
七
例
（
一
六
首
）
は
、
共
通
歌
で
の
用
例
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
三
々
金
葉
詞
書
」
の
共
通
歌
に
お
け
る
一
七
例
中
二
例
は
、
「
金
葉

　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

詞
書
」
で
非
使
用
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
う
ち
」
の
頻
用
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
、
撰
集
資

料
と
し
て
の
「
嘉
保
元
年
八
月
一
九
日
前
関
白
師
実
歌
合
」
重
視
の
結
果
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

う
点
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
で
は
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
う
ち
」

の
頻
用
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
「
う
ち
」
の
用
例
の
う
ち
、
共
通
歌
で
の
一
七
例
を
み

る
と
、
「
嘉
保
元
年
八
月
一
九
日
前
関
自
差
実
歌
合
」
に
関
す
る
も
の
が
七
例
、

「
長
元
八
年
五
月
一
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
」
に
関
す
る
も
の
一
例
、
「
宇

治
前
太
政
大
臣
」
と
い
う
も
の
四
例
、
地
名
に
関
す
る
も
の
五
例
と
な
り
、
「
金

葉
詞
書
」
の
場
合
と
お
お
む
ね
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
非
共
通
歌
で
の
六
例
を
み

る
と
、
「
宇
治
入
道
前
太
政
大
臣
」
と
い
う
も
の
三
例
、
「
宇
治
前
太
政
大
臣
」
と

い
う
も
の
二
例
、
地
名
に
関
す
る
も
の
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
も
「
金
葉
詞
書
」
の
場
合
と
同
様
に
、
「
嘉
保
元

年
八
月
一
九
日
前
関
白
豊
実
歌
合
」
の
重
視
、
ま
た
、
人
名
と
し
て
の
「
宇
治
野

太
政
大
臣
（
師
実
）
」
の
頻
用
が
「
う
ち
」
の
用
例
の
頻
用
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
と
同
時
に
、
「
宇
治
入
道
前
太
政
大
臣
（
頼
通
）
」
に
関
わ
る
用
例

の
増
加
が
目
立
つ
が
、
こ
れ
は
、
当
代
性
、
革
新
性
に
富
む
二
度
本
「
金
葉
和
歌

集
」
を
、
よ
り
穏
当
な
歌
人
構
成
と
し
た
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
撰
歌
方
針

の
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
以
上
の
三
語
お
よ
び
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た
「
ぐ
す
」
に
関
し
て
、
そ
の

頻
用
の
理
由
は
「
金
葉
詞
書
」
の
場
合
と
概
ね
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
、
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

　
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
七
例
、
「
三
皇
金
葉
詞
書
」
に

九
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
使
用
実
態
を
具
体
的
に
み
て
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い
く
。

　
共
通
歌
に
お
い
て
は
、

　
例
1
1
　
永
承
四
年
殿
上
根
合
に
、
菖
蒲
を
よ
め
る
　
　
　
　
（
二
・
＝
一
八
）

　
例
1
2
　
永
承
四
年
殿
上
歌
合
に
菖
蒲
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
（
三
∴
二
七
）

や
、　

例
1
3
　
承
暦
二
年
御
前
に
て
、
殿
上
の
御
を
の
こ
ど
も
題
を
探
り
て
歌
つ
か

　
　
　
　
う
ま
つ
り
け
る
に
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
二
五
七
）

　
例
1
4
　
承
暦
二
年
、
御
前
に
て
殿
上
の
を
の
こ
ど
も
く
さ
り
題
し
て
歌
つ
か

　
　
　
　
う
ま
つ
り
け
る
に
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
二
五
九
）

の
よ
う
な
用
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
六
例
存
す
る
。
ま
た
、
共
通
歌
に
関
す
る
も
の
の

中
に
は
、

　
例
1
5
　
題
不
知
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
二
〇
九
）

　
例
1
6
　
大
炊
殿
に
お
は
し
ま
し
け
る
頃
、
殿
上
の
を
の
こ
ど
も
御
前
に
て
歌

　
　
　
　
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
二
〇
三
）

や　
例
1
7
　
堀
河
院
御
時
、
殿
上
人
あ
ま
た
具
し
て
花
見
に
歩
き
け
る
に
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
五
二
二
）

　
例
1
8
　
堀
河
院
の
御
時
、
殿
上
の
人
々
あ
ま
た
具
し
て
花
見
あ
り
き
け
る
、

　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
五
一
三
）

の
よ
う
に
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
の
み
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
使
用
さ
れ
た
も
の

も
存
す
る
。

　
非
共
通
歌
に
お
け
る
使
用
例
は
、

　
例
1
9
　
選
子
内
親
王
い
っ
き
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
、
…
殿
上
の
御
簾
に
む

　
　
　
　
す
び
つ
け
け
る
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
二
九
三
）

　
例
2
0
　
堀
河
院
御
時
、
御
前
に
て
殿
上
の
を
の
こ
ど
も
題
を
さ
ぐ
り
て
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
五
四
五
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
て
ん
じ
ゃ

う
」
の
用
例
に
は
、
歌
合
の
明
示
に
使
用
さ
れ
た
用
例
、
場
所
や
地
位
を
示
す
用

例
が
と
も
に
存
し
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
「
堀
河
院
の
飯
時
…
」
と
す
る
「
詞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

書
」
中
で
の
用
例
が
二
例
存
す
る
ほ
か
は
、
特
に
相
違
は
み
う
け
ら
れ
な
い
。

　
上
述
の
よ
う
な
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
用
法
が
一
般
的
な
も
の
な
の
か
ど
う
か
を

検
討
す
る
た
め
に
、
前
後
の
「
詞
書
」
で
あ
る
「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」

に
お
け
る
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
用
例
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
後
拾
遺
詞
書
」
で
は
、

　
q
－
↓

例
23

例　｛　

22　21

の
よ
う
に
、

と
な
っ
て
い
る
。

例
2
4

例
2
5

永
承
六
年
五
月
殿
上
根
合
に
、
さ
な
へ
を
よ
め
る
（
心
心
・
二
〇
五
）

後
三
条
院
東
宮
と
ま
う
し
け
る
と
き
、
殿
上
に
て
人
人
と
し
の
く
れ

ぬ
る
よ
し
を
よ
み
惹
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
瀬
・
四
二
三
）

八
月
ば
か
り
に
、
殿
上
の
を
の
こ
ど
も
を
め
し
て
う
た
よ
ま
せ
給
け

る
に
、
旅
中
翌
旦
と
い
ふ
こ
こ
ろ
を
　
　
　
　
　
（
後
瀬
・
二
七
七
）

　
「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
と
ほ
ぼ
同
様
な
使
用
法

　
　
　
一
方
、
「
詞
花
詞
書
」
で
は
、

新
院
殿
上
に
て
海
路
月
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
　
　
（
詞
花
・
二
九
三
）

四
位
し
て
殿
上
お
り
て
侍
け
る
こ
ろ
、
鶴
鳴
皐
と
い
ふ
事
を
よ
め
る
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（
詞
花
・
三
四
六
）

の
よ
う
に
、
歌
合
の
明
示
に
使
用
さ
れ
た
用
例
は
存
し
な
い
も
の
の
、
「
金
葉
詞

書
」
や
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
と
大
差
な
い
使
用
法
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
八
代
集
の
他
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
も
、
お
お
む
ね
こ
れ
ら
と
同

　
　
　
　
　
　
様
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
を

　
　
　
　
　
　
　
み
る
と
、
例
1
3
、
例
！
4
、
例
1
6
、
例
2
0
の
「
て
ん
じ
ゃ
う
の

　
　
　
　
　
　
　
（
御
）
を
の
こ
ど
も
」
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
類
似
し
た
例
1
8
の

　
　
　
　
　
　
　
「
て
ん
じ
ゃ
う
の
ひ
と
び
と
」
の
よ
う
な
用
例
が
存
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
例
2
6
　
う
へ
の
を
の
こ
ど
も
う
た
よ
み
急
げ
る
に
、
春
心
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
す
と
い
ふ
　
こ
と
を
よ
み
は
べ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
拾
・
九
五
）

　
　
　
　
　
　
　
聾
7
8

表（6）

古今 後撰 拾遺 後拾 金葉 三金 詞花 千載 新古

てんじゃう 1 5（2） 6（6） 7（3） 7（1） 9（4） 2 3 3

うへのをのこども 2 1 0 12 0 0 6 11 6

　
伊
2
　
二
条
院
議
時
、
上
の
男
ど
も
百
首
歌
奉
り
け
る
時
、

　
　
　
　
詠
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
千
載
・
六
七
〇
）

と
同
類
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
例
2
6
、
例
2
7
と
同
類
の
表
現
が

「
金
葉
詞
書
」
に
一
例
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
四
例
存
す
る

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　
表
（
6
）
は
、
八
代
集
お
よ
び
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の

「
詞
書
」
に
お
け
る
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
と
「
う
へ
の
を
の
こ
ど

も
し
の
使
用
度
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
括
弧
内

の
数
字
は
、
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
用
例
の
う
ち
、
「
う
へ
の
を
の

こ
ど
も
」
に
類
似
し
た
表
現
と
思
わ
れ
る
も
の
に
使
用
さ
れ
た
用
例
数
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
6
）
を
み
る
と
、
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
は
、
「
後
撰
詞
書
」
か
ら
「
三
奏

金
葉
詞
書
」
に
か
け
て
比
較
的
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、

「
う
へ
の
を
の
こ
ど
も
」
と
い
う
表
現
は
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
を
例
外
と
し
て
、

「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
用
例
の
少
な
い
「
古
今
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」

「
新
古
今
和
歌
集
」
に
お
い
て
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
よ
り
使
用
度
数
が
多
い
こ
と
や
、

「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
わ
か
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、
「
三
関
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
「
て
ん
じ

ゃ
う
」
と
い
う
用
例
が
頻
用
さ
れ
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
「
う
へ
の
を
の
こ
ど

も
」
の
代
替
形
で
あ
る
「
て
ん
じ
ゃ
う
の
を
の
こ
ど
も
」
、
お
よ
び
、
そ
の
類
似

表
現
で
の
使
用
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の

「
三
冠
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
の
頻
用
は
、
「
詞
書
」
の
表
現

形
式
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
撰
者
俊
頼
の
撰
集
態
度
の
結
果
で
あ
る
と
も
言
え
そ
う

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
3

　
次
に
、
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に
つ

い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
所
属
す
る
の
は
、
上
掲
四
五
語
で
あ
る
が
、
か
つ
て
調
査
し
た
「
詞

書
」
で
の
同
様
な
語
群
と
比
較
す
る
と
、
「
古
今
詞
書
」
と
は
二
五
語
、
「
後
撰
詞

書
」
と
は
二
〇
語
、
「
拾
遺
詞
書
」
と
は
一
六
語
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
と
は
一
七
語
、
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「
金
葉
詞
書
」
と
は
三
三
語
、
「
詞
花
詞
書
」
と
は
二
六
語
、
「
千
載
詞
書
」
と
は

二
三
語
、
「
新
古
今
詞
書
」
と
は
二
一
語
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
語
群
に
所
属
し
て

い
る
も
の
の
多
く
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
他
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
同
様
な
語
群

の
所
属
語
と
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
に
は
「
は
る
」
「
あ
き
」
「
た
て
ま
つ

る
」
の
よ
う
に
、
他
の
一
作
品
の
「
詞
書
」
と
の
み
共
通
す
る
も
の
も
存
す
る
。

こ
れ
ら
の
語
は
、
他
の
多
く
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
は
特
異
な
用
例
と
は
み
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
の
性
格
を
、
本
当
の
意
味
で
物
語
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

も
の
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
以
下
、
前
稿
で
ふ
れ
た
「
た
て
ま
つ
る
」
を
の
ぞ

き
、
「
は
る
」
「
あ
き
」
の
順
に
、
い
さ
さ
か
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
は
る
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
八
例
、
「
三
池
金
葉
詞
書
」
に
七
例
、

そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
が
、
う
ち
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
筆
本
「
金
葉
和
歌

集
」
の
共
通
歌
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
五
例
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

非
共
通
歌
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
三
例
、
「
三
奏
金
葉

詞
書
」
に
二
例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び

「
上
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
用
例
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、

　
例
2
8
　
早
春
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
六
）

　
例
2
9
　
春
の
田
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
七
三
）

　
例
3
0
　
は
る
の
雪
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
九
）

　
例
3
1
　
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
に
暮
春
の
心
を
め
る
　
　
　
　
　
（
三
・
九
五
）

の
よ
う
に
、
歌
題
と
思
わ
れ
る
部
分
で
の
使
用
が
目
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
様
な
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
は
、
他
に
三
例
、
「
三
洋
金
葉
詞
書
」
に
は
、

他
に
二
例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
し
て
い
る
。

　
上
述
の
点
に
つ
い
て
比
較
す
る
た
め
に
、
前
後
の
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
で
あ
る
、

「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
「
は
る
」
の
用
例
の
使
用
実
態
を
み

る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
を
み
る
と
、
一
八
例
の
「
は
る
」
の
用
例
の
う
ち
、

　
例
3
2
　
春
は
ひ
む
が
し
よ
り
き
た
る
と
い
ふ
心
を
よ
み
即
け
る
（
下
賜
・
三
）

　
例
3
3
　
堀
川
右
大
臣
の
九
条
家
に
て
、
山
ご
と
に
は
る
あ
り
と
い
ふ
こ
こ
ろ

　
　
　
　
を
よ
み
は
べ
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
逸
・
一
〇
六
）

の
よ
う
な
歌
題
に
関
す
る
も
の
は
七
例
存
し
て
い
る
が
、
比
率
か
ら
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
場
合
よ
り
低
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
「
春
の
部
」
で
の
用
例
は
一
〇
例
と
、
「
金
葉
詞
書
」
の
六
例
、
「
三
奏
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

葉
詞
書
」
の
五
例
よ
り
も
、
比
率
に
お
い
て
低
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
次
に
、
「
詞
花
詞
書
」
を
み
る
と
、
「
は
る
」
の
用
例
は
九
例
存
す
る
。
う
ち
、

歌
題
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、

　
例
3
4
　
老
人
惜
春
と
い
ふ
事
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詞
花
・
四
七
）

の
よ
う
な
用
例
が
四
例
存
す
る
。
ま
た
、
「
春
の
部
」
で
の
用
例
は
三
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
詞
花
詞
書
」
の
「
は
る
」
の
用
例
に
関
し
て
も
、
「
後
拾

遺
詞
書
」
の
場
合
と
同
様
に
、
詠
歌
の
事
情
等
の
説
明
部
分
で
の
用
例
や
、
「
春

の
部
」
以
外
で
の
用
例
の
比
率
が
、
「
金
葉
詞
書
」
お
よ
び
「
三
奏
金
葉
詞
書
」

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
場
合
よ
り
も
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
「
は
る
」
の
使
用
例
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
「
三
身
金
葉
詞
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書
」
に
お
い
て
一
「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
一
「
は
る
」
の
用

例
は
、
前
後
の
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
に
比
し
て
、
歌
題
に
関
し
て
使
用
さ
れ
る
比

率
が
高
い
、
と
い
う
傾
向
の
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
諸
先
学
も
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

か
れ
る
撰
者
俊
頼
の
題
詠
歌
重
視
の
姿
勢
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
次
に
、
「
あ
き
」
の
用
例
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

　
「
あ
き
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
一
〇
例
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
五
例
、

そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
。
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
筆
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の

「
詞
書
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
、
ま
た
は
、
両
方
に
「
あ
き
」
の
使
用
例
が
存
す
る

共
通
歌
は
五
首
で
あ
る
が
、
う
ち
、
「
金
葉
詞
書
」
に
は
四
例
、
「
三
献
金
葉
詞

書
」
に
は
三
例
の
「
あ
き
」
の
用
例
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
共

通
歌
で
の
使
用
は
、
「
金
葉
詞
書
」
で
六
例
、
「
三
選
金
葉
詞
書
」
で
二
例
と
な
る
。

　
「
金
葉
詞
書
」
の
一
〇
例
中
七
例
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
五
例
中
三
例
の

「
あ
き
」
の
用
例
が
、

　
例
3
5
　
秋
隔
一
夜
と
い
へ
る
こ
と
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
一
五
五
）

　
例
3
6
　
雨
中
秋
尽
と
い
へ
る
事
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
二
五
八
）

の
よ
う
な
歌
題
中
で
の
使
用
例
で
あ
る
。
ま
た
、
部
立
て
の
面
で
み
る
と
、
「
金

葉
詞
書
」
で
は
七
例
、
．
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
は
四
例
が
、
「
秋
の
部
」
で
の
用
例

で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　
次
に
、
「
は
る
」
の
場
合
と
同
様
に
、
前
後
の
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
で
あ
る
、

「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
「
あ
き
」
の
用
例
の
使
用
実
態
に
つ

い
て
ふ
れ
る
。

　
ま
ず
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
二
五
例
の
「
あ
き
」
の
用
例
の

う
ち
、

　
例
3
7
　
俊
綱
朝
臣
の
も
と
に
て
、
晩
涼
如
秋
と
い
ふ
を
よ
み
驚
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
拾
・
二
ご
＝
）

　
例
3
8
　
公
家
有
秋
と
い
ふ
こ
こ
ろ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
置
・
三
一
五
）

の
よ
う
な
歌
題
中
の
用
例
と
み
な
さ
れ
る
も
の
は
、
一
二
例
存
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ま
た
、
「
秋
の
部
」
で
＝
二
例
、
「
秋
の
部
」
以
外
で
一
二
例
、
そ
れ
ぞ

れ
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
次
に
、
「
詞
花
詞
書
」
の
三
例
の
「
あ
き
」
の
用
例
を
み
る
と
、
す
べ
て

　
例
3
9
　
春
よ
り
法
輪
に
こ
も
り
侍
け
る
秋
、
大
井
河
に
紅
葉
の
ひ
ま
な
く
な
が

　
　
　
　
れ
け
る
を
み
て
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詞
花
・
一
三
二
）

の
よ
う
に
、
詠
歌
の
事
情
等
の
説
明
部
分
で
の
使
用
例
で
あ
り
、
歌
題
と
思
わ
れ

る
部
分
に
使
用
さ
れ
た
用
例
は
存
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
部
立
て
に

関
し
て
み
る
と
、
「
秋
の
部
」
で
一
例
、
「
秋
の
部
」
以
外
で
二
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

　
以
上
、
「
三
図
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
は
る
」
お
よ
び
「
あ
き
」
の
使
用
例

を
み
て
き
た
。
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
「
は
る
」
「
あ
き
」
の
用
例
は
、
前
後
の

「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
に
お
け
る
当
該
例
の
使
用
実
態
と
比
較
す
る
と
、

　
1
　
詠
歌
の
事
情
等
を
説
明
す
る
部
分
で
の
使
用
例
が
少
な
い

　
2
　
歌
題
中
で
の
使
用
例
が
比
較
的
多
い

　
3
　
　
「
春
の
部
」
ま
た
は
「
秋
の
部
」
に
お
い
て
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

の
よ
う
な
特
徴
が
存
す
る
。
こ
の
よ
う
な
点
が
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
「
は
る
」

「
あ
き
」
の
用
例
が
「
平
安
和
文
」
の
語
彙
に
お
け
る
所
属
段
階
と
の
比
較
に
お
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共通語
「金葉詞書」の語彙における段階

1 2 3 4 5 6 7 8

非共

ﾊ語
1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

2 5 0 2 3 0 0 0 0 0 0

3 7 0 1 3 3 0 0 0 0 0

4 13 0 0 1 7 5 0 0 0 0

5 24 0 0 0 0 13 10 1 0 2

6 33 0 0 0 0 1 22 8 2 1

7 55 0 0 0 0 0 10 41 4 13

8 33 0 0 0 0 0 2 17 14 16

計 171 1 3 7 10 19 44 67 20 32

い
て
、
他
の
「
詞
書
」
の
場

合
と
相
違
し
、
特
異
な
用
例

で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
因
と

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

換
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
語

の
特
異
性
は
、
題
詠
歌
を
重

視
す
る
撰
者
俊
頼
の
編
纂
態

度
の
結
果
で
あ
る
と
も
言
い

得
よ
う
。

四
ー
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
（
7
）
は
、
三
1
1
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
行
っ
た
の
と
同
様
な

ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
段
階
分
け
を
「
三
奏
金
葉
詞

σ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
」
「
金
葉
詞
書
」
の
語
彙

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
行
い
、
「
三
奏
金

葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
お
よ
び
「
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
に
関
す
る
部
分
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

抜
き
出
し
、
前
者
を
基
準
と
し
て
、
そ
の
所
属
語
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
（
7
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と

「
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
と
の
問
に
は
、
共
通
歌
の
多
さ
も
理
由
と
な
り
、
特

異
な
使
用
語
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
存
し
な
い
。
し
か
し
、
少
な
い
な

が
ら
も
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段
階
の
方
が
上
位
の
、
だ
い
り
（
内

裏
）
・
お
も
ふ
（
思
）
・
ま
つ
（
松
）
の
三
語
、
「
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
所
属
段

階
の
方
が
上
位
の
、
み
す
（
見
）
・
よ
す
（
寄
）
の
二
語
を
、
そ
れ
ぞ
れ
特
異
な

使
用
語
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
、
「
だ
い
り
」
と
「
お
も
ふ
」

に
つ
い
て
旦
ハ
体
的
に
そ
の
使
用
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

2

　
「
だ
い
り
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
七
例
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
二
〇

例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
。
う
ち
、
共
通
歌
六
首
に
お
い
て
、
「
金
葉
詞
書
」
で
は

五
例
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
は
六
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
非
共
通
歌
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
金
葉
詞
書
」
で
二
例
、

「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
一
四
例
と
な
る
。
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
一
四
例

の
う
ち
一
二
例
は
、

　
例
4
0
　
天
徳
四
年
内
裏
の
歌
合
に
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
三
）

　
例
4
1
　
天
徳
四
年
内
裏
の
歌
合
に
郭
公
を
よ
め
る
　
　
　
　
（
三
・
一
一
七
）

の
よ
う
な
、
「
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
残
り
の
二
例
は
、

　
例
4
2
　
六
条
内
裏
に
て
子
日
せ
さ
せ
給
け
る
に
よ
め
る
　
　
　
　
（
三
・
二
四
）

　
例
4
3
　
寛
和
二
年
内
裏
歌
合
に
月
を
よ
ま
せ
給
へ
る
　
　
　
（
三
・
一
六
八
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
だ
い
り
」

の
頻
用
は
、
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
編
纂
に
当
た
っ
て
の
撰
歌
資
料
と
し
て
の

「
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
」
の
重
視
の
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。
な
お
、
「
三
奏
金

葉
詞
書
」
に
お
い
て
一
六
例
、
「
金
葉
詞
書
し
に
お
い
て
三
例
使
用
さ
れ
て
い
る

「
よ
ね
ん
」
の
例
も
、
同
様
な
理
由
に
よ
る
頻
用
で
あ
る
。
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次
に
、
「
お
も
ふ
」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
お
も
ふ
」
の
用
例
は
、
「
金
葉
詞
書
」
に
四
例
、
「
三
国
金
葉
詞
書
」
に
一
〇

例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
し
て
い
る
。
う
ち
、
「
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
四
例
を
み
る
と
、

三
借
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
の
「
詞
書
」
で
三
品
目
非
共
通
歌
の
「
詞

書
」
で
一
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
共
通
歌
で
の
三
例
中
、

「
三
里
金
葉
詞
書
」
に
も
「
お
も
ふ
」
の
存
す
る
も
の
は
二
例
、
存
し
な
い
も
の

は
一
例
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
三
二
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
一
〇
例
を
中
心

に
み
る
と
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
の
「
詞
書
」
で
四
例
（
う
ち
、

「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
二

例
）
、
非
共
通
歌
の
「
詞
書
」
で
六
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
お
も
ふ
」
の
使
用
例
で
特
徴
的
な
の
は
、
二

度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
非
共
通
歌
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
、

　
例
4
4
　
も
の
思
ひ
侍
り
け
る
時
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
四
一
九
）

の
よ
う
な
「
も
の
思
ひ
侍
り
」
と
い
う
例
が
二
例
、

　
例
4
5
　
思
ふ
こ
と
侍
り
け
る
頃
雨
の
降
る
を
見
て
　
　
　
　
（
三
・
五
〇
九
）

の
よ
う
な
「
思
ふ
こ
と
あ
り
（
侍
り
）
」
と
い
う
例
が
二
例
（
他
に
、
共
通
歌
の

「
詞
書
」
中
に
一
例
）
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
う
ち
、
「
も
の
思
ひ
侍
り
」

の
二
例
は
「
恋
の
部
」
で
、
「
思
ふ
こ
と
あ
り
（
侍
り
）
」
の
例
は
、
共
通
歌
の

「
詞
書
」
で
の
一
例
を
含
め
三
例
と
も
「
雑
の
部
」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
お
も
ふ
」
の
用
例
に
つ
い
て
、
前
後
の
勅
撰
集
の
「
詞
書
」
で
あ
る
、
「
後

拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
で
の
使
用
実
態
を
み
る
と
、
そ
れ
は
、
「
後
拾
遺
詞

書
」
に
三
三
例
、
「
詞
花
詞
書
」
に
六
例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
も
の
思
ひ
侍
り
」
「
思
ふ
こ
と
あ
り
（
侍
り
）
」
と
、
そ
の
類

似
表
現
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
「
も
の
思
ひ
侍
り
」

が
「
恋
の
部
」
に
二
例
、
「
雑
の
部
」
に
一
例
、
「
思
ふ
こ
と
あ
り
（
侍
り
ご
が

「
雑
の
部
」
に
二
例
、
ま
た
、
「
詞
花
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
「
思
ふ
こ
と
侍
り
」

が
「
雑
の
部
」
に
一
例
、
そ
れ
ぞ
れ
存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な

点
か
ら
し
て
、
「
三
二
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
も
の
思
ひ
侍
り
」
や
「
思
ふ
こ

と
あ
り
（
侍
り
）
」
の
よ
う
な
表
現
は
、
和
歌
史
上
の
類
型
化
さ
れ
た
表
現
の
一

つ
で
あ
る
と
言
え
、
そ
の
よ
う
な
表
現
が
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
比
較
的
多
く
み

ら
れ
る
の
は
、
革
新
性
と
い
う
点
で
二
度
本
よ
り
も
後
退
さ
せ
た
三
謡
本
「
金
葉

和
歌
集
」
の
編
纂
態
度
と
も
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
五
1
1

　
次
に
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
富
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
の

コ
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
共
通
歌
四
九
五
首
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
は
、

「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
八
九
語
、
三
三
二
三
語
、
「
三
奏
金

葉
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
七
八
語
、
三
二
二
二
語
と
な
る
。
う
ち
、

共
通
し
な
い
も
の
は
、
異
な
り
語
数
で
一
九
一
語
。
「
金
葉
詞
書
」
で
の
み
使
用

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
異
な
り
語
数
で
一
〇
一
語
、
延
べ
語
数
で
一
一
〇
語
、

「
三
皇
金
葉
詞
書
」
で
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
異
な
り
語
数
で
九
〇
語
、

延
べ
語
数
で
九
六
語
と
な
る
。
こ
の
共
通
し
な
い
語
は
、
異
な
り
語
数
と
延
べ
語

数
と
の
関
係
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
多
く
は
使
用
度
数
一
の
語
で
あ
る
。
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次
に
、
共
通
す
る
七
八
八
語
（
延
べ
語
数
は
、
「
金
葉
詞
書
」
三
一
＝
三
語
、

「
三
等
金
葉
詞
書
」
三
一
二
六
語
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
う
ち
、
五
九
四
語
は

「
金
葉
詞
書
」
と
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
の
使
用
度
数
が
等
し
い
。
ま
た
、
「
金

葉
詞
書
」
で
の
使
用
度
数
の
方
が
「
三
三
金
葉
詞
書
」
で
の
使
用
度
数
よ
り
一
多

い
も
の
が
七
一
語
、
二
多
い
も
の
が
二
二
語
、
三
多
い
も
の
が
三
語
、
四
以
上
多

　
　
　
　
　
（
2
1
）

い
も
の
が
七
語
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
の
使
用
度
数
の
方
が
「
金
葉
詞
書
」
で

の
使
用
度
数
よ
り
一
多
い
も
の
が
七
〇
語
、
二
多
い
も
の
が
一
三
語
、
三
多
い
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

の
が
四
語
、
四
以
上
多
い
も
の
が
四
語
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

　
共
通
す
る
語
の
多
く
は
二
つ
の
「
詞
書
」
で
の
使
用
度
数
が
等
し
い
か
、
そ
の

差
が
三
以
内
で
あ
る
こ
と
は
、
上
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
以
下
、
そ
の
差
が
四
以

上
の
語
の
う
ち
、
「
こ
ひ
」
と
「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
具
体

的
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

2

　
ま
ず
、
「
こ
ひ
」
の
用
例
か
ら
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
金
葉
詞
書
」
ま
た
は
「
三
春
金
葉
詞
書
」
の
一
方
、
ま
た
は
両
方
に
「
こ

ひ
」
の
用
例
が
使
用
さ
れ
た
共
通
歌
は
三
六
首
存
す
る
。
「
こ
ひ
」
の
使
用
度
数

は
、
「
金
葉
詞
書
」
で
は
三
四
、
「
重
奏
金
葉
詞
書
」
で
は
二
八
で
あ
る
が
、
そ
れ

ら
は
、例
4
6
　
恋
の
心
を
貫
く
の
よ
み
け
る
に
、
よ
め
る
　
　
　
（
二
・
四
〇
三
）

　
例
4
7
　
恋
の
心
を
人
々
よ
み
け
る
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
四
一
四
）

の
よ
う
に
、
「
金
葉
詞
書
」
「
子
忌
金
葉
詞
書
」
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
こ
ひ
の

こ
こ
ろ
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
、

　
例
4
8
　
顕
季
卿
家
に
て
、
寄
織
女
恋
と
い
ふ
心
を
よ
め
る
　
（
二
・
三
六
三
）

　
例
4
9
　
顕
季
卿
家
に
て
寄
七
夕
恋
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
（
三
・
三
六
六
）

の
よ
う
に
、
一
方
が
「
…
こ
ひ
と
い
ふ
こ
こ
ろ
」
、
他
方
が
「
…
こ
ひ
の
こ
こ
ろ
」

と
な
っ
て
い
る
も
の
、

　
例
5
0
　
た
の
め
て
あ
は
ぬ
恋
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
（
二
・
三
六
七
）

　
例
5
1
　
頼
め
て
あ
は
ぬ
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
　
　
　
　
　
　
（
三
・
三
八
二
）

の
よ
う
に
、
一
方
が
「
…
こ
ひ
の
こ
こ
ろ
」
、
他
方
が
「
…
こ
ひ
と
い
へ
る
（
い

ふ
）
こ
と
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
、

　
例
5
2
　
恋
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
三
八
三
）

　
例
5
3
　
恋
の
歌
と
て
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
三
九
九
）

の
よ
う
に
、
一
方
が
「
こ
ひ
の
こ
こ
ろ
」
、
他
方
が
「
こ
ひ
の
う
た
」
と
な
っ
て

い
る
も
の
、

　
例
5
4
　
後
朝
恋
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
三
八
一
）

　
例
5
5
　
後
朝
の
心
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
三
九
八
）

の
よ
う
に
、
一
方
に
「
こ
ひ
」
の
語
が
存
し
な
い
も
の
等
、
そ
の
使
用
実
態
は
多

彩
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
「
金
葉
詞
書
」
「
三
等
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
ひ
」
の
用
例

に
つ
い
て
、
形
式
上
ま
と
め
た
も
の
が
表
（
8
）
で
あ
る
。
こ
の
表
（
8
）
で
わ

か
る
よ
う
に
、
「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
は
「
こ
ひ
の
こ
こ
ろ
」
と
い
う
用
法
を

中
心
に
、
全
三
四
例
の
六
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
二
三
例
が
「
こ
こ
ろ
」

と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
三
二
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
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同
様
の
も
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
用
例
二
八
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
・
九
パ
ー
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ト
に
当
た
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
例
に
す
ぎ
な
い
。

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
、
非
共
通

儒　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
に
お
け
る
「
こ

表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
」
に
つ
い
て
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非
共
通
歌
を
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
と
、
「
こ
ひ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
使
用
度
数
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
金
葉
詞
書
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
い
て
三
一
（
二

野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
首
）
、
「
三
思
金

（

表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
詞
書
」
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
四
（
四
首
）
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
に
つ
い
て
、
共
通
歌
に
お
け
る
場
合
と
同
様
に
分
類
し
た

の
が
表
（
9
）
で
あ
る
。
こ
の
表
（
9
）
か
ら
も
、
「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
は
、

共
通
歌
の
場
合
と
同
様
に
、
「
こ
こ
ろ
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
用
例
が
、
他
の

形
式
よ
り
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
井
上
宗
雄
氏
は
、
そ
の
論
文
に
お
い
て
、
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
で
は

金葉 三金

恋の心 11 5

…の恋の心 3 4

…恋の心 6 3

…恋といふ心 2 0

…恋といへる心 1 0

…の恋といふこと 0 1

…恋といふこと 0 1

…の恋といへること 2 0

…恋といへること 2 5

恋の歌 5 7

…の恋 1 0

恋 1 2

詞書なし・題しらず 2 8

金葉 三金

属の心 11 1

…の恋の心 2 0

…恋の心 1 0

…恋といふ心 0 0

…恋といへる心 0 0

…の恋といふこと 0 0

…恋といふこと 0 0

…の恋といへること 1 0

…恋といへること 6 0

恋の歌 8 2

…の恋 1 0

恋 1 1

詞書なし・題しらず 0 0

「
…
心
を
詠
め
る
」
が
激
増
し
、
「
金
葉
詞
書
」
で
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
強
、
「
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

奏
金
葉
詞
書
」
で
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
と
な
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
「
金

葉
和
歌
集
」
の
コ
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
ひ
」
と
「
こ
こ
ろ
」
の
結
び
つ
き
の
強

さ
も
、
こ
の
よ
う
な
「
心
を
詠
め
る
」
の
激
増
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
「
金
葉
詞
書
」
に
比
し
、
「
三
十
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
、
そ
れ
が
減
少
し

て
い
る
の
は
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
3

　
次
に
、
「
こ
こ
ろ
」
の
用
例
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
共
通
歌
・
非
共
通
歌
全
体
で
み
る
と
、
「
こ
こ
ろ
」
の
使
用
度
数
は
、
「
金
葉
詞

書
」
で
は
一
一
六
、
「
三
寸
金
葉
詞
書
」
で
は
六
五
と
な
る
。
ま
た
、
共
通
歌
で

の
使
用
度
数
を
み
る
と
、
「
金
葉
詞
書
」
で
は
八
一
と
な
る
が
、
う
ち
、
「
三
奏
金

葉
詞
書
」
に
も
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
た
も
の
は
四
〇
、
別
語
で
言
い
換
え
ら
れ
た

も
の
や
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
四
一
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
「
三
六
金
葉

詞
書
」
を
中
心
に
み
る
と
、
共
通
歌
で
の
使
用
度
数
は
五
〇
と
な
る
。
う
ち
、

「
金
葉
詞
書
」
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
上
述
の
よ
う
に
四
〇
、
「
三
二

金
葉
詞
書
」
で
新
た
に
使
用
さ
れ
た
も
の
が
一
〇
と
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
後
藤
重
郎
氏
は
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
巴
本
「
金
葉
和

歌
集
」
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
を
使
用
し
た
コ
詞
書
」
に
つ
い
て
考
察
し
、

　
　
三
奏
本
に
お
い
て
は
、
再
撰
本
と
同
じ
く
A
型
即
ち
「
通
常
の
歌
題
＋
の
心

　
　
を
」
の
形
を
と
る
の
が
殆
ん
ど
で
、
B
型
（
筆
者
注
、
「
…
と
い
へ
る
（
い
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ふ
）
心
を
」
の
形
を
と
る
も
の
）
と
し
て
は
…
（
筆
者
注
、
引
用
詞
書
省

　
　
略
）
…
の
一
首
が
あ
る
の
み
に
て
、
C
型
（
筆
者
注
、
A
、
B
型
以
外
）
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
○
と
な
り
、
再
撰
本
よ
り
も
す
っ
き
り
し
た
形
と
な
っ
て
み
る

と
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
心
を
よ
め
る
」
に
対
し
て
使
用
さ
れ
る
「
こ
と
を
よ
め
る
」

と
い
う
形
式
に
つ
い
て
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
、
三
底
本
「
金
葉
和
歌
集
」

の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
四
季
の
部
」
の
「
詞
書
」
に
多
く
使
用
さ
れ
、
「
恋
の

部
」
を
除
き
、
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
「
冬
の
部
」
の
「
詞
書
」
を
例
外
と

し
て
、
D
型
（
「
こ
と
」
の
上
が
二
つ
〈
以
上
〉
の
観
念
が
結
合
し
て
名
詞
の
題

と
な
っ
て
い
る
も
の
）
よ
り
も
E
型
（
「
こ
と
」
の
上
が
完
結
し
た
文
を
な
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

い
る
も
の
）
の
方
が
多
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
後
藤
氏
の
高
論
の
学
恩
を
蒙
り
つ
つ
、

　
「
金
葉
詞
書
」
と
「
三
型
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
の
使
用
実
態
に
つ

い
て
、
以
下
、
具
体
的
に
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
、

　
「
金
葉
詞
書
」
で
は
使
用
さ
れ
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
で
は
非
使
用
と
な
っ
て
い

る
用
例
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
「
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
輩
使
用
と

な
っ
て
い
る
「
こ
こ
ろ
」
の
用
例
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
四
一
例
存
す
る
が
、
そ

れ
ら
は
、

　
例
5
6
　
実
行
卿
家
の
歌
合
に
、
霞
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
（
二
・
九
）

　
例
5
7
　
（
詞
書
ナ
シ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
・
五
）

・
の
よ
う
に
、
三
二
本
「
金
葉
和
歌
集
」
に
お
い
て
「
詞
書
」
を
欠
く
も
の
、

　
例
5
8
　
祝
の
心
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
三
一
二
）

例
5
9
　
題
不
知

の
よ
う
に
「
題
不
知
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
、

例
6
0
　
摂
政
左
大
臣
家
に
て
夏
月
の
心
を
よ
め
る

例
6
1
　
摂
政
左
大
臣
家
に
て
夏
期
を
よ
め
る

の
よ
う
に
、
「
…
の
こ
こ
ろ
」
を
欠
く
も
の
、

例
6
2
　
夏
霞
の
心
を
よ
め
る

例
6
3
　
夏
夜
月
を
よ
め
る

の
よ
う
に
、
歌
題
が
相
違
す
る
も
の
、

例
6
4
　
後
冷
泉
院
御
下
、
弘
徽
殿
女
御
の
歌
合
に
、

（
三
・
三
一
七
）

（
二
∴
四
こ

（
三
・
＝
二
六
）

AA
四五

vv

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苗
代
の
心
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
・
七
五
）

例
6
5
　
後
冷
泉
院
三
時
、
弘
徽
殿
女
御
歌
合
に
よ
め
る
　
　
　
（
三
・
七
七
）

の
よ
う
に
、
歌
題
そ
の
も
の
を
欠
く
も
の
、

例
6
6
　
鳥
羽
殿
に
て
轟
く
歌
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に
、
卯
花
の
こ
〉
ろ
を
よ

　
　
　
　
め
る

　
例
6
7
　
鳥
羽
殿
に
て
人
々
卯
花
の
歌
よ
み
け
る
に

の
よ
う
に
、
「
こ
こ
ろ
」
が
「
う
た
」
に
置
換
し
て
い
る
も
の
、

　
例
6
8
　
寄
石
竹
と
い
ふ
心
を
よ
め
る

　
例
6
9
　
寄
石
恋
と
い
へ
る
事
を

の
よ
う
に
、
「
こ
こ
ろ
」
が
「
こ
と
」
に
置
換
し
て
い
る
も
の
、

で
あ
る
が
、
中
心
は
、
例
6
1
、
例
6
5
、

同
様
な
用
例
が
計
九
例
（
A
）
、

と
同
様
な
例
が
計
三
例
（
C
）
、
そ
れ
ぞ
れ
存
す
る
。
以
下
、

　
（
二
・
九
八
）

（
三
・
一
〇
三
）

　
　
例
6
3
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

例
6
5
と
同
様
な
も
の
が
計
一
四
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の

（
二
・
五
〇
八
）

（
三
・
四
八
三
）

等
に
分
類
可
能

　
こ
の
例
6
1
と

　
（
B
）
、
例
6
3

　
　
　
「
詞
書
」
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を
持
つ
和
歌
の
主
な
他
出
文
献
名
を
、
川
村
晃
生
・
柏
木
由
夫
・
工
藤
重
矩
氏
校

注
『
金
葉
和
歌
集
　
詞
花
和
歌
集
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
9
　
平
成
一
年
九

月
。
岩
波
書
店
）
の
学
恩
を
蒙
り
つ
つ
あ
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

　
A
　
新
時
代
不
同
歌
合
（
三
∴
三
六
）
・
長
治
元
年
五
月
二
十
六
日
左
近
衛

　
　
　
権
中
将
俊
忠
歌
合
（
三
・
一
三
七
）
・
天
喜
四
年
四
月
三
十
日
皇
后
宮
寛

　
　
　
子
春
秋
歌
合
（
三
・
一
七
五
）
・
寛
治
三
年
八
月
二
十
三
日
庚
申
太
皇
太

　
　
　
后
宮
寛
子
扇
歌
合
（
三
・
二
五
五
）
・
堀
川
百
首
（
三
・
二
八
三
）
・
堀
川

　
　
　
百
首
（
三
・
二
九
九
）
・
新
時
代
不
同
歌
合
（
三
・
三
〇
六
）
他
出
文
献

　
　
　
不
明
（
三
∴
三
八
）
（
三
∴
四
〇
）

B

長
久
二
年
二
月
十
二
日
心
置
殿
女
御
生
子
歌
合
（
三
・
七
七
）
・
長
元
八

年
五
月
十
六
日
関
白
左
大
臣
頼
通
歌
合
（
三
・
一
九
五
）
・
寛
治
三
年
八

月
二
十
三
日
庚
申
太
皇
太
后
宮
寛
子
扇
歌
合
（
三
∴
九
六
）
・
永
承
四

年
十
一
月
九
日
内
裏
歌
合
（
三
・
二
〇
五
）
・
嘉
保
元
年
八
月
十
九
日
前

関
白
師
実
歌
合
（
三
・
二
八
六
）
・
永
承
五
年
十
一
月
修
理
大
夫
俊
綱
歌

合
（
三
・
三
一
六
）
・
長
久
二
年
二
月
十
二
日
弘
徽
殿
女
御
生
子
歌
合

（
三
・
三
一
九
）
・
嘉
保
元
年
八
月
十
九
日
前
関
白
師
実
歌
合
（
三
・
三

二
九
）
・
永
久
四
年
六
月
四
日
参
議
実
行
歌
合
（
三
・
三
三
二
）
・
天
喜
四

年
四
月
三
十
日
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
（
三
・
三
三
五
）
・
永
久
四
年
六

月
四
日
参
議
実
行
歌
合
（
三
・
三
九
一
）
・
永
久
四
年
四
月
四
日
白
河
院

鳥
羽
殿
北
面
歌
合
（
三
・
四
二
八
）
・
寛
治
七
年
五
月
五
日
郁
芳
門
院
提

子
内
親
王
根
合
（
三
・
四
三
五
）
・
康
和
二
年
四
月
二
十
八
日
宰
相
中
将

国
信
歌
合
（
二
丁
四
四
三
）

　
C
　
元
永
元
年
六
月
二
十
九
日
右
兵
衛
督
実
行
歌
合
（
三
∴
三
九
）
・
元
永

　
　
　
二
年
七
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
（
三
・
一
六
六
）
・
他
出
文
献
不
明

　
　
　
（
三
・
一
四
三
）

　
以
上
の
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
か
ら
み
る
限
り
で
は
、
「
草
書
金
葉
詞
書
」
に

お
い
て
「
こ
こ
ろ
」
の
省
略
さ
れ
た
和
歌
と
、
そ
の
他
出
文
献
と
の
間
に
は
、
必

ず
し
も
明
確
な
傾
向
は
存
し
な
い
。
強
い
て
あ
げ
れ
ば
、

　
1
　
A
に
は
「
新
時
代
不
同
歌
合
」
「
堀
河
百
首
」
か
ら
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ

　
　
れ
二
首
存
す
る

　
2
　
B
に
は
「
長
久
二
年
二
月
十
二
日
直
垣
下
女
御
生
子
歌
合
」
「
嘉
保
元
年

　
　
八
月
十
九
日
前
関
白
師
実
歌
合
」
か
ら
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
首
存
す
る

と
い
う
程
度
で
あ
り
、
他
に
、
A
・
B
に
ま
た
が
る
「
天
喜
四
年
四
月
三
十
日
皇

后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
」
「
寛
治
三
年
八
月
二
十
三
日
庚
申
太
皇
太
后
宮
寛
子
扇
歌

合
」
か
ら
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
首
存
す
る
と
い
う
こ
と
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。

　
部
立
て
の
面
か
ら
み
る
と
、
A
の
「
詞
書
」
を
持
つ
和
歌
九
首
は
、
す
べ
て

「
四
季
の
部
」
に
属
し
、
B
は
、
「
四
季
の
部
」
に
五
首
、
「
賀
の
部
」
に
五
首
、

「
恋
の
部
」
に
四
首
、
そ
れ
ぞ
れ
属
し
、
C
の
三
首
は
、
す
べ
て
「
四
季
の
部
」

に
属
し
て
い
る
。

　
次
に
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
王
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
、

「
三
密
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
新
た
に
「
こ
こ
ろ
」
が
加
わ
っ
た
用
例
に
つ
い
て

ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
該
当
す
る
「
詞
書
」
を
持
つ
和
歌
一
〇
首
の
主
な
他
出
文
献
名
を
示
す

と
、
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新
時
代
不
同
歌
合
（
三
・
九
三
）
・
天
永
元
年
四
月
二
十
九
日
右
近
衛
中
将

　
　
師
時
山
家
五
番
歌
合
（
三
・
＝
二
二
）
・
永
久
三
年
十
月
二
十
六
日
内
大
臣

　
　
忠
通
前
度
歌
合
（
三
・
三
〇
七
）
・
宝
物
集
、
撰
集
抄
（
三
・
四
四
九
）
・
肥

　
　
後
集
（
三
・
六
二
三
）
・
他
出
文
献
不
明
（
三
∴
九
八
）
（
三
・
三
〇
九
）

　
　
（
三
・
三
二
八
）
（
三
・
三
六
五
）
（
三
・
三
九
六
）

の
よ
う
に
な
り
、
上
掲
し
た
A
・
B
・
C
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
他
出
文
献
不

明
の
和
歌
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
「
三
面
金
葉
詞
書
」
で
「
こ
こ
ろ
」

が
省
略
さ
れ
た
例
の
存
す
る
「
新
時
代
不
同
歌
合
」
を
他
出
文
献
と
す
る
和
歌
の

「
詞
書
」
に
、
新
た
に
「
こ
こ
ろ
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
な
お
、

部
立
て
の
面
か
ら
み
る
と
、
「
四
季
の
部
」
に
五
首
、
「
賀
の
部
」
に
一
首
、
「
恋

の
部
」
に
三
首
、
「
雑
の
部
」
に
一
首
、
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
論
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
で
、

「
金
葉
詞
書
」
「
三
崩
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
、
と
も
に
「
こ
こ
ろ
し
が
使
用
さ

れ
た
用
例
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

　
こ
こ
に
該
当
す
る
「
詞
書
」
を
持
つ
和
歌
四
〇
首
の
う
ち
、
歌
題
に
関
係
し
な

い
「
こ
こ
ろ
」
の
用
例
の
存
す
る
三
首
を
除
い
た
、
三
七
首
と
他
出
文
献
に
関
し

て
、
そ
の
使
用
実
態
を
箇
条
的
に
示
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
1
　
他
出
文
献
が
不
明
な
も
の
　
一
四
首

　
2
　
百
首
歌
・
歌
合
を
他
出
文
献
と
す
る
も
の

　
　
　
ア
　
堀
河
百
首
　
六
首

　
　
　
イ
　
新
時
代
不
同
歌
合
　
二
首

　
　
　
ウ
　
天
喜
四
年
四
月
三
十
日
皇
后
宮
寛
子
春
秋
歌
合
二
首

　
　
　
工
　
嘉
保
元
年
八
月
十
九
日
前
関
白
師
実
歌
合
　
一
首

　
　
　
オ
　
永
久
四
年
六
月
四
日
参
議
実
行
歌
合
　
一
首

　
　
　
力
　
康
和
四
年
閏
五
月
二
日
・
二
七
日
内
裏
艶
書
歌
合
一
首

　
3
　
2
以
外
を
他
出
文
献
と
す
る
も
の
　
一
〇
首

　
以
上
の
う
ち
、
ア
～
オ
は
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
「
こ
こ
ろ
」
非
使
用

と
な
っ
た
、
上
掲
A
・
B
・
C
と
共
通
し
、
イ
は
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
に
お
い

て
「
こ
こ
ろ
」
が
新
た
に
加
わ
っ
た
も
の
と
も
共
通
す
る
。
ま
た
、
部
立
て
の
面

か
ら
み
る
と
、
「
四
季
の
部
」
に
一
九
首
、
「
別
離
の
部
」
に
一
首
、
「
恋
の
部
」

に
一
〇
首
、
「
雑
の
部
」
に
七
首
、
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
、
「
三
助
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
「
こ
こ
ろ
」
が
省
略
さ
れ
た
用
例
を
中

心
に
、
他
出
文
献
と
の
関
係
か
ら
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
こ
こ
ろ
」
が
省
略

さ
れ
た
「
詞
書
」
を
持
つ
和
歌
の
多
く
に
は
、
他
出
文
献
と
し
て
歌
合
・
百
首
歌

が
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
、
「
こ
こ
ろ
」
が
使
用
さ
れ
る
「
詞
書
」
を

持
つ
和
歌
は
、
他
出
文
献
不
明
の
も
の
が
多
い
と
い
う
傾
向
も
み
い
だ
せ
た
。
し

か
し
、
他
出
文
献
が
存
す
る
和
歌
の
み
で
み
た
場
合
、
「
こ
こ
ろ
」
の
使
用
・
非

使
用
と
出
典
と
の
間
に
、
特
異
な
関
係
は
み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
部
立
て

と
の
関
係
か
ら
す
る
と
、
使
用
・
非
使
用
と
も
に
「
四
季
の
部
」
で
の
も
の
が
多

く
、
特
に
、
非
使
用
の
も
の
に
お
い
て
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。　

二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
に
お
け
る

「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
用
例
の
使
用
実
態
を
み
る
と
、
「
…
の
心
を
」
と
い
う
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

を
中
心
に
考
え
た
場
合
、
後
藤
氏
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
こ
こ
ろ
」
の
使
用
度
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数
の
少
な
さ
も
関
係
し
て
か
、
三
洋
本
の
方
が
す
っ
き
り
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

る
よ
う
に
も
思
え
る
。
ま
た
、
井
上
氏
の
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
何
ら
か
の
詞
書
の

統
一
が
図
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
傾
向
も
み
う
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
度

本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
と
の
共
通
歌
に
お
け
る
「
詞

書
」
の
形
式
の
変
更
が
、
い
か
な
る
基
準
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
明
確
に
指
摘
し
得
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
当
代
歌
人
の
詠
歌
を
多
数
撰
入

し
た
革
新
的
な
歌
集
で
あ
っ
た
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
一
そ
の
結
果
と
し
て
激

増
し
た
「
心
を
よ
め
る
」
と
い
う
形
式
の
「
詞
書
」
を
、
革
新
性
を
薄
め
た
、
穏

や
か
な
詠
風
の
歌
集
で
あ
る
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
を
撰
進
す
る
に
当
た
っ
て

意
図
的
に
改
変
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

こ
の
改
変
が
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し

て
明
確
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
と
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
六

　
以
上
、
「
三
身
金
葉
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
「
金
葉
詞
書
」
の
自
立

語
語
彙
と
の
比
較
を
中
心
に
し
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
、
そ
の
使
用
実
態
を
み

て
き
た
が
、
そ
の
要
点
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
1
　
　
「
三
奏
金
葉
詞
書
し
の
自
立
語
語
彙
に
お
け
る
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数

　
　
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
九
一
語
、
四
〇
九
七
語
と
な
る
。
ま
た
、
平
均
使
用
度
数

　
　
は
四
・
＝
二
と
な
る
。

　
2
　
延
べ
語
数
の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数
を
も
つ
語
を
基
幹
語
と
す
る

　
　
と
、
「
三
部
金
葉
詞
書
」
の
そ
れ
は
、
異
な
り
語
数
で
二
〇
三
語
、
延
べ
語

　
数
で
三
〇
一
一
語
と
な
る
。
ま
た
、
こ
の
三
〇
二
語
は
、
全
延
べ
語
数
四

　
〇
九
七
語
の
七
四
・
－
〇
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
。

3
　
品
詞
別
構
成
比
率
に
関
し
て
み
る
と
、
「
三
熱
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
に
お

　
け
る
漢
語
の
そ
れ
が
、
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

　
「
金
葉
詞
書
」
に
比
し
て
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と

　
し
て
、
「
だ
い
」
「
び
や
う
ぶ
」
「
だ
い
り
」
「
て
ん
と
く
」
な
ど
の
語
の
頻
用

　
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
語
の
頻
用
は
、
三
等
本
「
金
葉
和
歌
集
」
編

　
纂
に
当
た
っ
て
の
撰
者
俊
頼
の
撰
歌
・
撰
集
方
針
の
変
更
の
結
果
で
あ
る
と

　
言
え
そ
う
で
あ
る
。

4
　
　
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
「
後
拾
遺
詞
書
」
コ
詞
花
詞
書
」
の
語
彙

　
と
の
類
似
度
∬
は
、
「
金
葉
詞
書
」
の
語
彙
と
そ
れ
ら
の
語
彙
と
の
類
似
度

　
∬
よ
り
も
高
い
。
こ
の
類
似
度
の
差
に
、
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
革

　
新
性
と
、
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
保
守
的
性
格
を
み
て
と
る
こ
と
が
で

　
き
る
で
あ
ろ
う
。

5
　
　
「
三
韓
金
葉
詞
書
」
に
お
い
て
特
徴
的
な
「
て
ん
じ
ゃ
う
」
と
い
う
語
の

　
頻
用
は
、
「
詞
書
」
の
伝
統
を
踏
ま
え
た
「
て
ん
じ
ゃ
う
の
を
の
こ
ど
も
」

　
と
い
う
表
現
形
式
を
使
用
し
た
撰
者
俊
頼
の
撰
集
態
度
の
結
果
で
あ
る
と
言

　
え
そ
う
で
あ
る
。

6
　
　
「
三
舎
金
葉
詞
書
」
に
お
け
る
「
だ
い
り
」
と
い
う
語
の
頻
用
は
、
三
奏

　
本
「
金
葉
和
歌
集
」
編
纂
に
当
た
っ
て
の
撰
歌
資
料
と
し
て
の
「
天
徳
四
年

　
内
裏
歌
合
」
重
視
の
、
ま
た
、
「
お
も
ふ
」
と
い
う
語
の
頻
用
は
、
革
新
性

　
と
い
う
点
で
二
度
本
よ
り
も
後
退
さ
せ
た
三
奏
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
編
纂
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方
針
の
結
果
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　
7
　
　
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
語
は
、
「
金
葉
詞
書
」
と
比
較
し
た
場
合
、
「
三
奏
金

　
　
葉
詞
書
し
に
お
い
て
使
用
度
数
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
減
少
は
、
革
新
性

　
　
を
薄
め
た
、
穏
や
か
な
詠
懐
の
歌
集
で
あ
る
三
善
本
「
金
葉
和
歌
集
」
を
撰

　
　
進
ず
る
に
当
た
り
、
撰
者
俊
頼
が
意
図
的
に
「
詞
書
」
を
改
変
し
た
結
果
で

　
　
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
大
略
、
以
上
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

得
な
か
っ
た
意
味
分
野
別
構
造
分
析
法
等
に
よ
れ
ば
、
「
三
子
金
葉
詞
書
」
の
語

彙
の
別
の
特
徴
も
見
い
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

異なり 延べ　平均使用度数

古今詞書 882 3，918 4．44

後撰詞書 1，276 7，003 5．49

拾遺詞書 1，287 5，203 4．04

後拾遺詞書 1，572 9，007 5．73

金葉詞書 976 4，218 4．32

詞花詞書 719 2，651 3．69

千載詞書 1，252 7，012 5．60

新古今詞書 1，427 7，945 5．57

［
注
］
1
　
大
曾
根
章
介
氏
裏
編
『
読
本
古
典
文

　
学
大
事
典
』
（
平
成
一
〇
年
六
月
、
明

　
治
書
院
）
の
「
金
葉
和
歌
集
」
の
項

　
　
（
川
村
晃
生
氏
担
当
）
、
川
村
晃
生
・

　
柏
木
由
夫
氏
「
『
金
葉
和
歌
集
』
解
説
」

　
　
（
川
村
晃
生
・
柏
木
由
夫
・
工
藤
重
矩

　
氏
校
注
『
金
葉
和
歌
集
詞
花
和
歌

　
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
9
　
平
成

　
一
年
九
月
、
岩
波
書
店
）
等
参
照
。

，
2
　
拙
稿
「
『
金
葉
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』

　
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
小
久
保
崇
明
氏

　
編
『
国
語
国
文
学
論
考
』
平
成
一
二
年
四
月
、
笠
間
書
院
）
。

3
　
拙
稿
a
「
『
古
今
和
歌
集
』
詞
書
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
七
号
、

　
昭
和
五
八
年
三
月
）
、
拙
稿
b
「
『
後
撰
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
飾
罫
正
年
博
士
喜
寿
記
念
国
語
語
彙
語
法
論
叢
』
昭
和
六
三
年
一
〇
月
、
桜
楓

　
社
）
、
拙
稿
。
「
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学

　
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
八
巻
一
号
、
平
成
三
年
一
月
）
、
拙
稿
d
「
『
後
拾
遺
和

　
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』

　
一
二
巻
一
号
、
平
成
七
年
一
月
）
、
拙
稿
e
「
『
詞
花
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語

　
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
一
〇
巻
一
号
、
平
成
五
年

　
一
月
）
、
拙
稿
f
「
『
千
載
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
城
西
大

　
学
女
子
短
期
大
学
部
紀
要
』
九
巻
一
号
、
平
成
四
年
一
月
）
、
拙
稿
g
「
『
新
古
今

　
和
歌
集
』
の
『
詞
書
』
の
語
彙
に
つ
い
て
」
（
『
湘
南
文
学
』
一
九
号
、
昭
和
六
〇

　
年
三
月
）
、
（
2
）
拙
稿
。

　
　
以
下
、
各
和
歌
集
の
「
詞
書
」
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
前
掲
拙
稿
に
よ
る
。
た

　
だ
し
、
語
数
。
比
率
等
に
関
し
て
は
、
調
査
対
象
範
囲
お
よ
び
読
み
方
等
の
変
更

’
に
よ
る
再
調
査
の
結
果
、
そ
の
数
値
等
に
一
部
異
同
が
存
す
る
。

　
　
上
表
は
、
各
「
詞
書
」
の
平
均
使
用
度
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

4
　
「
用
語
類
似
度
に
よ
る
歌
謡
曲
仕
訳
『
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
』
『
上
海
帰
り
の
り

　
ル
』
及
び
そ
の
周
辺
」
（
『
計
量
国
語
学
』
＝
一
巻
四
号
、
昭
和
五
五
年
三
月
）
、

　
『
数
理
言
語
学
』
（
昭
和
五
七
年
一
月
、
培
風
諭
）
、
そ
の
他
。

5
　
本
文
の
引
用
は
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
は
前
掲
書
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
は
川
村
晃

　
生
動
校
注
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
（
平
成
三
年
三
月
、
和
泉
書
院
）
、
「
詞
花
詞
書
」
は

松
野
陽
一
氏
校
注
『
詞
花
和
歌
集
』
（
昭
和
六
三
年
九
月
、
和
泉
書
院
）
、
「
千
載
詞

書
」
は
久
保
田
淳
。
松
野
陽
一
氏
校
注
『
千
載
和
歌
集
』
（
昭
和
四
四
年
九
月
、
笠



21　　三奏本「金葉和歌集」の「詞書」の語彙について

　
間
書
院
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
る
。
傍
線
筆
者
、
引
用
の
後
の
（
）
内
の
「
二
」

　
「
三
」
「
後
奏
」
「
詞
花
」
「
千
載
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
金
葉
詞
書
」
「
下
賜
金
葉
詞

　
書
」
「
後
拾
遺
詞
書
」
「
詞
花
詞
書
」
「
千
載
詞
書
」
を
、
そ
の
後
の
数
字
は
、
引
用

　
本
文
の
歌
番
号
（
コ
詞
花
詞
書
」
は
底
本
の
一
連
番
号
）
を
示
す
。
以
下
、
同
様
。

6
　
島
田
良
二
氏
「
後
拾
遺
集
と
金
葉
集
の
恋
歌
に
つ
い
て
」
（
『
平
安
文
学
研
究
』

　
四
五
輯
、
昭
和
四
五
年
一
一
月
）
、
上
野
理
氏
『
後
拾
遺
集
前
後
』
（
昭
和
五
一
年

　
四
月
、
笠
間
書
院
）
、
滝
澤
貞
夫
氏
「
金
葉
集
の
評
価
」
（
『
講
座
平
安
文
学
論
究

　
第
三
輯
』
昭
和
六
一
年
七
月
、
風
間
書
房
）
、
そ
の
他
。

7
　
滝
澤
氏
は
、
（
6
）
の
論
文
に
お
い
て
、
題
詠
歌
に
こ
だ
わ
る
撰
者
俊
頼
の
姿
勢

　
の
一
つ
と
し
て
、
本
来
、
題
詠
で
は
な
い
和
歌
の
「
詞
書
」
を
題
詠
歌
の
「
詞
書
」

　
に
改
変
し
た
例
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
三
串
本
に
お
い
て
は
、
そ
の

　
よ
う
な
姿
勢
が
後
退
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

8
　
西
田
直
敏
氏
は
、
『
平
家
物
語
の
文
体
論
的
研
究
』
（
昭
和
五
三
年
一
一
月
、
明

　
治
書
院
）
に
お
い
て
、
「
平
家
物
語
」
の
基
幹
語
彙
に
お
け
る
同
様
な
数
値
を
七

　
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
野
華
氏
は
、
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文

　
学
の
基
本
語
彙
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」
（
『
国
語
学
』
八
七
集
、
昭
和
四
六
年
一

　
二
月
）
に
お
い
て
、
「
平
安
時
代
和
文
脈
系
文
学
の
基
本
語
彙
」
を
示
さ
れ
た
が
、

　
そ
れ
に
お
け
る
同
様
な
数
値
を
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
数
値
と

　
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
「
三
野
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
の
選
定
に
も
、
あ
る
程
度

　
の
妥
当
性
は
存
す
る
と
考
え
る
。

9
　
（
8
）
大
野
氏
論
文
。

1
0
・
1
1
　
（
2
）
拙
稿
。

12
@
二
度
本
「
金
葉
和
歌
集
」
の
五
〇
番
歌
、
六
〇
四
番
歌
。
五
〇
番
歌
は
「
詞
書
」

　
を
欠
き
、
六
〇
四
番
歌
は
、

　
　
公
実
卿
か
く
れ
侍
て
後
、
か
の
家
に
ま
か
り
け
る
に
、
…

　
の
よ
う
に
、
「
詞
書
」
は
存
す
る
も
の
の
、
「
う
ち
」
を
欠
い
て
い
る
（
「
三
奏
金
葉

　
詞
書
」
は
、
「
…
宇
治
の
家
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
…
」
と
す
る
）
。

13

@
（
2
）
拙
稿
。

14

@
「
金
葉
詞
書
」
に
も
同
様
な
例
が
一
例
存
す
る
こ
と
は
、
例
1
7
で
示
し
た
通
り

　
で
あ
る
。

15
@
（
2
）
拙
稿
。

16

@
「
は
る
」
の
用
例
の
う
ち
、
歌
題
と
思
わ
れ
る
部
分
で
使
用
さ
れ
た
用
例
の
比

　
率
は
、
「
金
葉
詞
書
」
六
一
丁
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
三
奏
金
葉
詞
書
」
五
七
・
一
パ

　
ー
セ
ン
ト
、
「
後
拾
遺
詞
書
」
三
八
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

17

@
「
は
る
」
の
用
例
の
う
ち
、
「
春
の
部
」
で
使
用
さ
れ
た
用
例
の
比
率
は
、
「
金

　
葉
詞
書
」
七
五
・
0
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
三
部
金
葉
詞
書
」
七
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

　
「
後
拾
遺
詞
書
」
五
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

18

@
「
詞
花
詞
書
」
に
使
用
さ
れ
た
「
は
る
」
の
用
例
の
う
ち
、
歌
題
と
思
わ
れ
る

　
部
分
で
の
使
用
比
率
、
「
春
の
部
」
で
の
使
用
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
四
・
四
パ
ー

　
セ
ン
ト
、
三
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
Q

19
@
（
6
）
書
・
論
文
。

20

@
し
た
が
っ
て
、
八
段
階
所
属
語
で
あ
っ
て
も
基
幹
語
で
は
な
い
も
の
は
除
い
て

　
あ
る
。
な
お
、
「
議
奏
金
葉
詞
書
」
の
基
幹
語
彙
で
あ
り
、
か
つ
、
「
金
葉
詞
書
」

　
の
八
段
階
所
属
語
で
あ
り
な
が
ら
度
数
三
の
も
の
は
、
非
共
通
語
の
方
に
所
属
さ

　
せ
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

21
@
い
は
ひ
（
祝
）
・
い
ふ
（
言
）
・
こ
こ
ろ
（
心
）
・
こ
ひ
（
恋
）
・
つ
き
（
月
）
・
ひ

　
と
（
人
）
・
よ
む
（
詠
）
の
七
語
。

22
@
う
た
（
歌
）
・
し
る
（
知
・
領
）
・
は
な
（
花
）
・
み
る
（
見
）
の
四
語
。



22

23
@
　
「
『
心
を
詠
め
る
』
に
つ
い
て
1
後
拾
遺
・
金
葉
集
に
み
ら
れ
る
詞
書
の
一
傾
向

　
一
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
三
五
号
、
昭
和
五
一
年
二
月
）
。

24
@
　
「
勅
撰
和
歌
集
詞
書
研
究
序
説
－
千
載
和
歌
集
を
中
心
と
し
て
一
」
（
『
講
座
平

　
安
文
学
論
究
　
第
三
輯
』
昭
和
六
一
年
七
月
、
風
間
書
房
）
。

25
@
（
2
3
）
論
文
。

26
@
他
出
文
献
名
の
後
の
（
）
内
の
コ
一
こ
は
、
三
奏
本
、
「
一
三
六
」
は
歌
番
号

　
を
示
す
。
以
下
、
同
様
。

27
@
（
2
4
）
論
文
。

28
@
（
2
3
）
論
文
、
「
再
び
『
心
を
詠
め
る
』
に
つ
い
て
一
後
拾
遺
・
金
葉
集
に
み
ら

　
れ
る
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
三
九
号
、
昭
和
五
二
年
一
二
月
）
。

29

c
島
統
堂
氏
『
比
較
語
彙
研
究
序
説
』
（
平
成
二
年
｝
○
月
、
笠
間
書
院
）
、

　
「
語
彙
論
の
開
発
と
確
立
－
比
較
語
彙
論
の
進
展
と
言
語
学
へ
の
貢
献
1
」
（
『
比

　
較
語
彙
研
究
の
試
み
　
6
』
開
発
・
文
化
叢
書
三
六
、
平
成
一
二
年
一
二
月
）
、
そ

　
の
他
。


